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〈論文内容の要旨〉
本研究は、ご、っこ遊びやルール遊びといった幼児の協同遊びにおける相互交渉の発達を明らか
にしようとするものである。一般に、協同遊びは、複数の子どもが参加し、プランを共有しなが
ら展開する遊びだと定義される。したがって、その遊びの展開には子ども同士の相互交渉が重要
となる。しかし、これまで発達心理学において、幼児の協同遊びにおける相互交渉の役割につい
ては十分な検討がなされてこなかった。その主な理由は、遊びの発達が主として個体能力の発達
の観点から検討されてきたためである。たとえば、 Piaget(1967) は、子どものご、っこ遊びを見立て
能力の発達によって描いている。しかし、子どもの見立て能力は年齢とともにより複雑になるた
め、年長になるほど遊びについてのイメージのズレも大きくなる。したがって、遊びが展開され
るためには、子ども同土の相互交渉が重要となる。協同遊びの一つであるルール遊びについても
同様である。
このような観点から、本研究では幼児の協同遊びにおける相互交渉の特徴と役割を明らかにす
ることを目的とした。本研究の構成と内容は以下のとおりである。
第 I 部「問題と目的」は 4 つの章から構成された。第 1 章では従来の遊びの定義と遊びの分類
について概観した。第 2 章ではこ、っこ遊びの発達に関する従来の研究を、第 3 章で、はルール遊び
の発達に関する従来の研究を概観するとともにその問題点を指摘した。そして、第 4 章では、第
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1 章、第 2 章、第 3 章の検討を踏まえ、幼児の協同遊びにおける相互交渉の重要性を指摘し、本研
究の目的と仮説について述べた。
第 E 部「協同遊びにおける相互交渉に関する研究」は 5 つの章から構成された。第 5 章(研究
1)では、ご、っこ遊びにおける見立ての伝達について、年中児と年長児の比較検討を行った。その
結果、年長児の方が年中児に比べて、相手の発話を受容する割合が低かった。これは、年長児の
方が他者と自身の遊びのプランのズレに着目できるようになるため、それを修正する相互交渉が
生起するためであると考えられる。
第 6 章(研究 2) では、こ、っこ遊びにおける発話修正に着目し、その年齢別の特徴を明らかにし
た。その結果、発話修正は先行発話の不備に対する単なる応答としてなされるのではないことが
示された。すなわち、その後の遊びの展開に関連する不適切発話に対しては発話修正がなされる
が、遊びの展開への影響が不明確なあいまい発話に対しては発話修正がなされないことが明らか
になった。
第 7 章(研究 3) 、第 8 章(研究 4) では、ルール遊びにおける相互交渉の特徴と役割を明らか
にするために、「気になる」子どもの否定的相互交渉とルール遊びへの協同的参加との関連が検討
された。研究 3 からは、否定的相互交渉をしないことが集団全体の遊びの維持にとって重要であ
ることが示された。また、研究 4 の事例検討からは、ルール遊びでは作戦会議における相互交渉
によって集団の意識が高められることが示唆された。
第 9 章(研究 5) では、年長児のルール遊びにおける作戦会議と作戦実行行動との関連について
検討を行った。その結果、役割分担や実行方法を確認する相互交渉がその後の作戦実行行動の増
加につながることが示された。
第E部「討論」は 2 章から構成された。第 10 章では研究 1 から研究 5 の結果を踏まえ、協同遊
びにおける相互交渉の役割と発達的意義について考察した。すなわち、協同遊びにおける相互交
渉は遊びの維持と組織化に対して重要な役割を果たしていると考えられた。また、これは相互交
渉の実行だけでなく、相互交渉の不実行の役割でもあることが見出された。すなわち、ご、っこ遊
びにおいては、不適切な箇所に対しては発話修正することによって遊びが組織化されるが、あい
まいな箇所に対しては発話修正をしない方が遊びの流れは維持される。また、ルール遊びにおい
ては、作戦の発言は役割分担を明確にするなど遊びを組織化する。その一方で、話し合いを成立
させるためには発言を控え、否定的相互交渉をしないことが遊びを維持し組織化を促すと考えら
れた。
このように、協同遊びにおける相互交渉においては、相互交渉のスキルが発達するだけでなく、
その実行を調整する実行機能の発達が重要となることが明らかになった。これらを踏まえ、第 1 に、
これまでの協同遊びの研究においては、主として個体発達に着目されてきたが、相互交渉の発達
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に着目することが重要であることが示された。第 2 に、発達研究においては r""，，をする r ""，，でき
る」といった能力の側面に着目されることが多いが、 r"""をしない」といった能力の側面、個体能
力と実行との関連から発達を捉える必要があることが示唆された。
第 11 章では、本研究の課題として、今後、個体能力と実行機能との関連性についてのさらなる
検討が必要であることが示された。また、本研究の応用として、幼児の相互交渉における実行機
能のアセスメントにつなげることにより、他児との相互交渉に困難さをもっ子どもの支援に活用
できることを述べた。
〈論文審査の結果の要旨〉
幼児の遊びの発達に関する研究は、遊びの古典的理論における再評価を経て、 Parten (1932) 
の研究以来、数多く行われてきた。当初は、幼児の社会的参加のー形態として捉えられていた遊
びは、 Piaget (1968) 理論の影響により主として子どもの認知発達の結果として描かれるように
なった。とりわけ、発達心理学の領域では、象徴機能の発達との関連でご、っこ遊びの成立を描く
ことに関心が寄せられてきた。確かに、当初のご、っこ遊びは認知発達の結果として描くことが可
能であろう。しかし、複数の子どもによってご、っこ遊びが行われる場合、さらには Piaget によっ
てごっこ遊びの次の段階に位置づけられるルール遊びにおいては、見立て能力に代表される象徴
機能の発達との関係だけで遊びを捉えることはできない。むしろ、子ども同士のコミュニケーショ
ンの側面が重要となってくる。
このような観点から、ご、っこ遊び、ルール遊びを含む協同遊びにおける子ども間の相互交渉の
発達に着目した本研究は、主として次の 3 つの点において評価できる。第 1 に、象徴能力の発達
とコミュニケーション能力を同時に捉えることにより、年齢とともに遊び場面で意図のズレが起
こりやすくなること、そのため協同遊びにおける子ども間の相互交渉が重要になることを明らか
にした点である。
第 2 に、実際の遊びの場面では捉えきれなかった相手の発話に対する修正の意図について実験
的手法を用いて明らかにした点である。すなわち、年齢ととともに子どもは相手の誤った発話は
修正するがあいまいな発話は修正しないといったように、遊びの文脈に依存して発話修正を行う
ように発達することを明らかにした点が評価できる。
第 3 に、保育の場における「気になる」子どもの遊び参加と保育者評定との関連、ルール遊び
場面における子ども同士の相互交渉とその後の遊びの展開との関連を検討することにより、協同
遊びの成立と展開において、認知発達だけでなく実行機能・行動抑制の発達が重要であることを
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示した点が評価できる。すなわち、「できるーできない」という次元と「するーしない」という次
元を組み合わせて協同遊びの発達を描くことの重要性を示している。
認知発達とコミュニケーション能力の発達といった個体能力の機能間連関、個体能力の発達と
関係性の発達との関連性を描くことにおいては残された課題もあるが、従来の研究の問題点を明
らかにするとともに協同遊びにおける相互交渉の発達プロセスとその機能を明らかにしたことは、
発達心理学に新たな知見をもたらしたと判断できる。
よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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